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 2018年 2月 10日より 24日まで、「宇宙に生きる」国際活動支援班海外派遣の支援により、米国にて様々

な研究者の方々とディスカッションを行いました。その内容を簡単にご報告させて頂きます。 

(1)University of Illinois at Chicago 

 塚崎博士にお会いしました。イメージングに関するプロジェクトへの御教授を賜るとともに、海外での研

究活動についてなど様々なお話をして頂きました。 

(2)Boston University 

 Biomedical Engineering教授の Béla Suki博士の研究

室を訪問しました。Suki 教授は細胞活動におけるメカノ

ストレスの影響について研究されており、細胞へのメカノ

ストレスを制御するシステムの構築の方法を御教授頂き

ました。また、研究室でセミナーを行う機会を頂き、発表・

ディスカッションをさせて頂きました。 

(3)Mechanobiology Symposium 

 今回の学会では大学院生の中心のポスターセッション

が行われ、活発な意見交換を行うことが出来ました。ここ

でも、細胞へのメカノストレスを制御する新たなシステム

についての知見を得ることが出来ました。 

(4)Stanford University 

 Chemical Engineeringにおいて、Alexander Dunn博士を訪問し、発表・ディスカッションをさせて頂

きました。 

 

(5)Biophysical Society meeting 

 今回の学会では自身の研究発表を行うととともに、本

研究に関わる情報収集を行ないました。多くの研究者の

方々と意見交換を行いました。 

 

 最後になりましたが、このような機会を与えて下さっ

た関係者の方々に感謝致します。この経験や交流を生か

し、これからの宇宙研究の発展に貢献できるよう努めて

いきたいと思います。 

Boston University にて。 

右端が Dr. Béla Suki、左端が筆者。 

Biophysical Society meetingにて。 

研究発表、情報収集を行った。(左、筆者) 


